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校舎に降り注ぐ太陽の光も，一日一日暖かく感じられるようになってきました。

春がすぐそこまでやってきていることが感じられる今日この頃です。

さて，３月１８日に卒業式を行い，６名の卒業生を無事送り出すことができまし

た。凜とした雰囲気の中，卒業生，在校生，保護者の皆様，ＰＴＡ会長様，教職員

が一体となり，とても心温まる式となりました。

６年生は，別れの言葉の中で，６年間での思い出や家族，在校生，地域の皆さん，

先生方に支えられて成長してきたことへの感謝の気持ちを立派に述べていました。

また，在校生からは６年生に対して，学校をリードしてくれたことへの感謝や伝統

を引き継ぐことの覚悟などが述べられました。卒業生，在校生とも，言葉一つ一つ

にしっかりと心がこもった感動の別れの言葉でした。

コロナ禍のため，在校生が参加しての卒業式は，３年ぶりとなりました。堂々と

卒業式に臨んでいる６年生の姿は，在校生にとって凜々しく見えたことでしょう。

その姿を見た在校生は，

「これからは，自分たちが頑張らなくては！」

という思いが，自然と沸き上がったのではないかと思います。

そして今日は，修了式を行いました。校長から児童一人一

人に修了証を渡しました。この１年間の頑張りが，修了証に

こもっていると思います。御家庭において，子供たちの頑張

りを認め，励ましていただければと思います。来年は，全校

児童数が１７名となります。２名の５年生を中心に，更にす

ばらしい月立小学校を目指していってほしいと思っていま

す。

保護者の皆様，地域の皆様には，この１年，本校の教育活動に御理解と御協力を

賜り，心より感謝申し上げます。コロナ禍の中で，学校に足を運んでいただく機会

が少なかったこと，大変申し訳ありませんでした。そのような中ではありますが，

月立小学校の子供たちは日々頑張ってきました。子供たちの無限の可能性を感じた

１年となりました。

新型コロナウイルス感染症が終息し，子供たちの頑張りを直接見ていただく機会

が来ることを信じ，今後も教職員一丸となって頑張っていきたいと思っております。

今後とも，月立小学校への御理解と御協力をお願いし，令和３年度最後の校長室だ

よりを終えたいと思います。

１年間，本当にありがとうございました。



１年間御覧いただきありがとうございました。子供たちの頑張りを伝え

たいと思い，掲載してきました。これからも子供たちの応援，よろしくお

願いします。

http://www.kesennuma.ed.jp/tsukidate-syou/
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